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掲載しているイベント・休館日等の情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて、中止または変更にな
る場合があります。最新の情報は、図書館ホームページにて掲載しています。
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令和元年度

１位「そして、バトンは渡された」瀬尾まいこ／著　　  
２位「沈黙のパレード」東野圭吾／著　　　      　
３位「蜜蜂と遠雷」恩田陸／著　　　　　　　　　　　  

番外編 
この１年間にいちばん多く
本を借りた人の貸出冊数は 648 冊！

５月の休館日 
１ 日 金 ～ ７ 日 木、11 日 月、
18 日月、25 日月、28 日木

１位「ふるさと石岡映像コンテスト」　　　　　　　　　
２位「ミッキーマウスクラブハウス」　　　　　　　　　
２位「アラジン」　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２位「モアナと伝説の海」　　　　　　　　　　　　　　

１位「ボヘミアン・ラプソディ」クイーン　　　　　  　
２位「BOOTLEG」米津玄師　　　　　　　　　　　 　
３位「POP VIRUS」星野源　　　　　　　　　　　   　

図書の部

ＤＶＤの部

ＣＤの部

図書館貸出ランキング
としょかん豆知識

ビブリオバトル
お気に入りの本を紹介しあう
ゲームで、「知的書評合戦」
ともいわれています。
ルールは簡単！
①お気に入りの本を持ち寄る
②５分間で発表
③質疑応答
④それぞれ読みたくなった本

を投票し「チャンプ本」を
決める

〈本を通して人を知る〉、〈人
を通して本を知る〉ことがで
きます。

▲昨年 11 月に行われた中央図
書館創立 130 周年記念式典での
ビブリオバトルの様子
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防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…
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１. 石岡市文化祭短歌大会を開催 
日時　例年、10 月に開催 
場所　石岡市国府地区公民館 
詠草　未発表一首　 
2. 毎月の定例会　 
　各自一首をあらかじめ提出し、プリント
して相互に批評します。 
　例年、5 月と 1 月は山口恵子先生の指導
を受けています。（予定） 
日時　毎月第三水曜日　午後 1 時（予定） 
場所　石岡市国府地区公民館 

3. 毎月、市報「文芸いしおか」に掲載 
　会員が詠んだ短歌の中から、選定し、市
報「文芸いしおか」に掲載しています。 
現在、会員募集中です。ご入会お待ちして
います。 
年会費　6,000 円 
会員数　12 人

問石岡短歌同好会 
会長　内田千代子　
℡ 26-3074 

第 20 回
石岡短歌同好会 文化協会だより
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